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が 5CL0%と高い CR率が得 られた. この結 果

NS5Aの変異数および血中ウイルス量の両者を測

定することにより,より正確なIFN効果を治療前

に予測することができる可能性が今回の検討で明

らかとなったが,同時の臨床上その問題点も報告

されており今後検討の余地があるといえる.

9 P53抗体陽性肝細胞癌の検討
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癌抑制遺伝子P53の変異や欠失がアポ トーシ

スを抑制し癌化に関与している.変異型P53蛋白

は細胞内に蓄積し早期癌から認められることから

悪性度の判定や予後の評価,治療法の選択に利用

され始めている.肝細胞癌でも50-70%と高率

にP53変異が認められ,特にHBV感染による発

癌の要因と考えられる.この特異性の高い変異蛋

白の増加によって血清中にはP53抗体が出現す

るため,血清中P53抗体を検出することによる肝

細胞癌の早期診断や予後との関連性が期待されて

いる.今回我々は肝細胞癌におけるP53抗体陽性

を示した症例について検討をしてみたが,抗休陽

性者の数が6%と低かったため,腫壕マーカー,

肝機能,予後とも陰性者と比較して有意な差を兄

いだせなかった.今後抗体測定感度の上昇および

症例を増やし検討していきたい.また血清抗体陽

性者の内 1名において免疫染色陽性をみた.この

症例では肝硬変にはまだ至っていない母地に比較

的早期に癌が発育した所見を得た.
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11 集学的治療が奏効した肝細胞癌の1例
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症例は44歳,男性.検診にて肝機能異常指摘さ

れ,B型慢性肝炎と診断されるも通院せず経過.

数年の後,右胸痛出現.当科初診.腹部エコーに

て肝右葉に腰痛を認め精査加療目的に入院.入院

時検査成績では軽度の肝機能異常とHBs抗原陽

性,HBe抗体陽性を認め,AFPとPrVKA川 はそ

れぞれ5200mg/ml,14500mIU/mlと著増してい

たが,ICGは良好であった.腹部CTで肝右葉の

前区域,後区域にまたがる巨大な結節を認め,血

管造影では腹腔動脈造影で右肝動脈領域に広範囲

分枝にまで及ぶ描出不良所見を呈 し,肝細胞癌,

VP3,ステ-ジⅣAと診断し,SMANCS-TAEを
実施.その後 一時腺癌マ-カ-は低下傾向を示し

たものの再上昇に転じ,画像上も腺癌の増大を認

めた.追加治療としてUFT300mg/dayの内服治

療を開始.腺癌マ-カ-の著明な減少と腺癌の縮

小を認め,さらに,肝右葉切除を実施.根治切除

が可能であった.現在,再発無く,経過している.

なお,本例で観察されたp53発現様式も合わせて

報告する.

12 高分化型の単一病巣ならびにIMを伴い,輿

味ある画像所見を呈した肝細胞癌 (44歳,

男性)の l例
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標題に示すごとく,比較的若年で,HCV抗体陽
性,酒豪歴を有するHCCを経験したので報告す
る.


